様式第５号

令和４年度　学校関係者評価実施報告書（まとめ用）
	学校番号
	６９（分）
	学校名
	天竜高等学校春野校舎
	校長名
	飯田　寛志


本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）
	　
	取組目標
	成果目標
	自己
評価
	関係者
評価
	御意見

	ア
	多様な生徒に対する学習指導体制を整え、基礎学力の向上を図る。
	・授業の進度はちょうど良いと答える生徒の割合
（90％以上）
・先生は丁寧に教えてくれていると答える生徒の割合
（90％以上）
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・家庭学習時間の平均
（平日45分以上）
（ﾃｽﾄ前90分以上）

・家庭学習時間調査
（年間４回実施）
	Ａ
	Ａ
	・家庭学習時間が２年連続伸びている理由はあるのか？
→（回答）毎日ノート１ページ分を自分で何をするのか考えてやるようにしている。担任が毎日コメントを書いたり声掛けをしている。

・家庭学習をどのようにしていくかは１つの大きなテーマである。

	イ
	他者をいたわり、人間関係を大事にする心を養い、問題行動の未然防止を図る。
	・問題行動の件数を  前年度より減少させる。
（令和３年度４件    ２名）
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・安心して落ち着いた学校生活を送っていると答える生徒の割合
（85％以上）

	Ａ
	Ａ
	・生徒の元々あるものを引き出していくことが大事である。

	ウ
	生徒一人ひとりに寄り添い、よりよい進路を見つけ、その実現を図る。
	・進路についての指導が適切になされていると答える生徒の割合　　　

（85％以上）

	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・進路講話や企業・学校 見学、進路ガイダンスを実施（年３回以上）
	Ａ
	Ａ
	

	エ
	環境を整え、部活動、特別活動、読書活動において、充実感が得られるよう指導する。
	・部活動に積極的に  参加し充実していると答える生徒の割合
（80％以上）

	Ａ
	Ａ
	・加入状況はどうなっているのか。
→（回答）１年次は全員加入である。２年次以降は辞めてもよいが、ほとんどの生徒が３年の引退時まで続けている。

	
	
	・学校行事が充実していると答える生徒の割合
（85%以上
）
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・朝読書の時間は読書に親しむのに役立っていると答える生徒の割合
（80％以上）
・図書館の内容は充実していると答える生徒の割合
（80％以上）
	Ｂ
	Ａ
	・目標を上回っているのでＡ評価でよい。
・どのような本を入れているのか。
→（回答）最近は生徒が読みやすいライトノベルやあるいは、進路に関する本を多く入れている。
・大学も活字離れにならないようにしている。

	オ
	自己健康管理ができる生徒を育成するとともに、教育相談体制の充実を図る。
	・保健関係たよりの　発行　　　（月1回）
・生徒の状況把握調査
（年２回実施）
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・先生は悩みや相談に親身になってくれると答える生徒の割合
　（85％以上）
・生徒サポート委員会　
（週１回程度開催）
	Ａ
	Ａ
	・（一般的に）教育相談について、教員は一生懸命行っていると思っているのが90％であっても、生徒は50％くらいと温度差が出てくる。どういう形で行うかが課題である。生徒提要を参考にし、生徒理解のために行うのが効果的である。

	カ
	校内の危機管理体制を整備するとともに、危機管理意識を向上させる。
	・防災訓練実施
（年間３回）
・地域防災参加率
（60％以上）
	Ｂ
	Ｂ
	・コロナ禍であるため、春野町内では役所だけで行っている場合もある。以前は町内に町外の高校生もよく来て地域防災に参加していた。


	キ
	地域・保護者との連携を推進し、信頼される学校づくりを行う。
	・地域との交流やボランティア活動をして いると答える生徒の 割合
（50％以上）
・春埜祭へのＰＴＡ役員出席率
（90％以上）
	Ｃ
	Ｂ
	・中学生では７０％くらいが地域との交流やボランティア活動を行っている。

	
	
	・春校だより発行
（年間４回以上）
・ＨＰの更新
（毎月４回以上）

	Ａ
	Ａ
	・中学生は秋口頃に進路先を検討しているので、高等学校のホームページをよく注視している。

	
	
	・監査・検査の文書  指示・指摘件数
（０件）

・校内での事故・災害箇所
（０件）

	Ａ
	Ａ
	

	ク
	研修を通じて教職員の資質の向上を図るとともに、教職員の働き方改革を推進する。
	・職員研修会の実施　　　年５回

	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・不祥事根絶研修の　実施　　　月１回
	Ａ
	Ａ
	

	
	
	・平均18:30までの
退勤
	Ｂ
	Ｂ
	・大学ではポータルサイトに学生がレポートを提出し先生が点検している。高校の方が情報の持ち出し（仕事の持ち出し）が厳しくなっている。


